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奈良女子大学附属中等教育学校 研究紀要 第52集(2012年3月)

2010年 度世界学の実践報告

落葉 典雄 ・永曽 義子

山ロ 啓子 ・吉 田 隆

1.は じめに

1999年 度か ら継続 してきた総合学習 「世界学」は、2010年 度に最終年度 を迎 えた。本校では、

学習内容 と学習方法の転換 とい う新 しい時代の要請によ り、1990年 度か ら総合学習を実施 してき

た。中学3年 生で 「奈良学」、高校1年 生で 「環境学」で始 めたが、国際化する社会への対応か ら、

1999年 度高校1年 生で 「世界学」 を創設 し、 「環境学」を中学3年 生配 当とした。(2000年 度か

ら中等教育学校の移行 に伴い高校1年 を4年 と呼称変更)

「世界学」の教育内容 は、「貿易ゲー ム」な どの開発教育における参加型学習教材を使 って世界

を疑似体験す ること、班別 に設定 したテーマについて調査 し発表す るフィール ドワークを重視 し

た。また、 この12年 間に、各担当教員 が得意な分野を授業す る出店授業の創設や評価方法の改

革な どを行ってきた。それ らの内容 については、過去の本校研究紀要を参照 していただければあ

りがたい。

2.概 説

(1)目 標 と計画

1999年 の 「世界学」創設以来、下記 の2つ の 目標 は不変である。

①世界には多様な価値観 が存在することを認識 させ ること

②世界は相互依存 関係 によって成 り立っていることを理解 させ ること

2001年 度 からは出店授業を導入 して以降は、下記 の構成について大きな変更はない。

ユニ ット1:参 加型学習教材によるシミュレーシ ョン

ユニ ット2:出 店授業

ユニ ット3:夏 休み中課題(ニ ュースファイル)な ど

ユニ ット4:フ ィール ドワーク(校 外での調査活動、以下FW)

ユニ ット5:FWの 評価 と振 り返 り

(2)概 要

・ユニ ッ ト1;「 貿易ゲーム」 「バル ンガ(バ ーンガ)」 「ひ ょうたん島問題」 といった開発教育

などで行われている参加型学習教材 を年間の最初 に実施す る構成は変えていない。これ らは、

世界学の構成上欠 くことのできない教材群である。

・ユニ ッ ト2;出 店授業 とは、担 当教員の専門性を生か した持ち回 り授業である。各教員が 自

分の専門や興味関心に基づいた授業 の店 を出 し、生徒 は各週クラスごとにそれぞれの店をま

わってい くか らである。本校ではそれを出店授業 と呼んでいる。

・ユニ ッ ト3;夏 休み中に読んだ新聞記事か ら5つ 選んでスクラ ップ し、コメン トを書 き、関

連事項を調べ させ ることで、"世界"についての感覚が鈍 らない よ うにす ることが主眼である。

・ユニ ッ ト4;1990年 度か ら本校総合学習の中心に据 えてきたFWに ついては、世界学で も継
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続 してきた。 この活動 を通 じて、生徒たちは簡単 には測ることのできない多様 な"学力"を

身 に付 けてい る。 このことは、5・6年 生や卒業生の声か らも検証 されている。

・ユニ ッ ト5;自 己評価やFWの 発表を聞いて総合評価、 さらに班内での仕事について、班

員同士に評価 させ点数を配分 させ る相互評価 も取 り入れている。

3.年 間実施内容

2010年 度 世 界 学 年 間 計 画 表

回 授 業 日 曜 内 容

14月20日 火6限 オ リエンテーション、7限 「ダイヤモンドランキング」・「17の 質 問」

24月27日 火 バ ルンガ

35月11日 火 貿 易ゲーム

45月18日 火 ひょうたん 島問題 ①

55月25日 火 ひょうたん 島問題 ②

66月8日 火6限 のみ=参 加 型 学習 ふ りか えり

76月15日 火 出 店授 業①

86月22日 火 出 店授 業②

96月29日 火 出 店授 業③

107月7日 火 出 店授 業④

117月13日 火 夏休 み 前 全体 会

129月14日 火 ニュースファイル(夏 休 み 中課 題)発 表会

139月28日 火1期 評 価

1410月19日 火FWテ ーマ決め ・班分 け

1510月26日 火FWテ ーマ決め ・班分 け

1611月2日 火FW①

1711月9日 火FW②

1811月16日 火FW③

1911月30日 火 中間発 表(ポ スターセッション)

2012月14日 火 「地球 のステージ」公 演

211月18日 火FW④

221月25日 火FW⑤

232月1日 火FW⑥

242月8日 火 発 表会 準備

252月15日 火 発 表会 ・相 互 評価

262月22日暇 鷲 聾 弱舞糊6沓献・
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4.出 店授業

2010年 度に4人 の担 当者が行 った出店授業か ら一例 を掲載す る。紙面の都合でく資料 〉は実際

の半分の大きさである。

「旅行計画を通 して世界の文化 を知 ろう」 担当;永 曽義子(創 作科 ・家庭)

○テーマ設定の理 由

グローバル社会の到来で、 日本に住んでいると遠 く感 じる地域で起 こった金融危機や紛争、災

害な どが私たちの生活 にダイ レク トに影響 して くる出来事が多 くなってきている。他国の状況が

予想外の速 さで私たちの生活に影響 を及 ぼしている。 自国の情報や価値観 だけでな く、グローバ

ルな視点 を持 ち、今 日の社会情勢を把握 してい くカを養 う必要があると考える。また、海外へ も

格安料金で渡航できるよ うになってきた今 日、国内 と同じよ うな気軽 さで海外旅行を楽 しむ こと

ができるよ うになってきている。 しか しなが ら、 日常生活 においては、海外の様々な地域の文化

に触れ る機会が少 ないのが現状である。

一方
、生徒たちはち ょうど来年の修学旅行先検討真最中の時期である。修学旅行は生徒たちの

学校生活 において最大の楽 しみの一つであ り、行 き先 をどこにするかは最重要課題 であろ う。そ

こで生徒たちに海外旅行を計画す る機会 を提供 したい。旅行計画を作成するには、まず旅先の地

域の特性 ・文化 ・環境 ・情報等 をしっか り把握 した上で、楽 しく安全な価値 ある旅行 を提案 しな

けれ ばな らない。実はまだ見たこともない地域への旅行を提案 し、他者 に伝 えることには少々違

和感 を覚 えるか もしれない。 これまでに経験 したことのない価値観 に遭遇す るかもしれない。旅

行計画の楽 しさと同時に大変 さを体験 し、旅行者のための旅先 についての情報や心得、適切な時

期やおすすめコース、適正価格な どについても考 える機会 としたい。そ して、旅行計画について

調べ ・ま とめ ・発表 し、それぞれの発表 に対する感想や旅行計画についてのコメン トを考 え、居

なが らに して海外旅行気分 を多少な りとも味わい、世界に向けての興味関心が より深まることを

期待 したい。

○授業 目標

① 海外旅行 を計画 し発表 しあ うことによって、海外の文化や情報 を学び、様々な地域の特徴や

文化 を知 り、他国の文化等 にも興味関心を持つ ことができる。

② 各班で協力 しなが ら、与え られた情報の中か ら紹介 したい文化や観光等 を取 り上 げ、創意工

夫 したツアーが企画できる。また、企画 したツアーについて うまく発表できる。

③ 海外旅行 には多 くの準備 が必要であるが、旅行先の文化の違いや情勢、災害等様々な リスク

を想定 しなが ら旅行計画を通 して、海外 に対する新 しい発見や何 らかの認識 を得 ることがで

きる。

○授業展開

① 海外旅行計画 について

1講 座(約30人)で 男女混合約5人 ずつの6つ の班 を作 り、班 ごとに分かれて旅行計画 を

作成す ることを告げる。旅行計画 を作成す る国は、こち らの資料の準備 の都合や様々な地域 ・

文化な どを考慮 して、 「中国」・「オース トラリア」・「スペイ ン」・「トル コ」・「イン ド」・「韓国」

に限定 した。各班で希望する国を選び、重複 しないよ うにして旅行計画を作成する国を決定 し

た。旅行計画は班 ごとにポスターセ ッション形式で発表する。発表す る際には必ず 「ツアータ
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イ トル」・「時期(期 間)」・「価格」・「紹介 したい項 目5つ 」・「旅行する際の心得」を入れ ること

を伝える。今回は、旅行計画が立てやすいよ うに、 どの班 も旅行者 のターゲ ッ トと期間を 「夏

休み中の学生用のツアー」に限定 した。そ して例 として準備 した 「ハ ワイツアー」 にっいて簡

単に紹介 して この取 り組み全体のイメージが把握できるよ うにした。

② 海外旅行計画の作成 と発表

班 ごとに旅行 ツアーについての話 し合いを開始す る。旅行先についての情報 は、自分たちで

資料収集す ることが望ま しいが、時間が限 られているので、充分 に旅行先 を研究す ることは難

しい と考え、あらか じめ準備 した資料を配布 した。その国の特徴 ・文化 ・暮 らし ・人種 ・宗教 ・

環境 ・観光 などの資料やガイ ドブ ックの抜粋、旅行パンフレット等である。それ らの中か ら必

要事項 を選び、ツアーを組み立ててい くこととなった。 あま り時間がないので、班内でも旅行

先の文化 ・宗教等を調べ、旅行 の際のマナーや タブーをま とめる者や、ツアー内容 を企画 して

旅行のメインや観光スポ ットを考 える者、適切な期間や価格、時差などを調べ る者な ど、 自然

に役割分担ができていた。 さらにツアーの大枠が決まる と、それ をポスターにま とめる者 と発

表の時の原稿を考える者 とに分かれるなど、 どの班 も限 られた時間内に うま く準備できるよう

協力 しなが らポスター発表できるまでに至った。

班 ごとの話 し合いの様子及びポスター発表の様子は次の とお りである。
ロを
ノ㌔5綻

9こ ∵
冷 窃 ・・攻、"＼

}劇llぐ

遡隅
ヤ 　 コ

・,8・ 一 一 圃一 幽 一 一

':・ ゆ

・
.-rン ノP闘

　コ ロ
＼ 剣 ヒ ー ■■■■■ 駄

③ ま とめ

ポスター発表 を視聴 しなが ら、各班が提案 したツアー についての感想や気づいたことな どメ

モ をとり、発表 に対する質問があれば質疑応答 も行 った。生徒たちは意外 と知 っているよ うで

知 らなかった ことも多 く質問も単純な内容が多かったが、 どの班 にもツアー内容には工夫がみ
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られ、思わず 「行ってみたい!」 と思わせ る魅力的なツアーが出来上がっていた。多少の海外

旅行気分 も味わいなが ら、い ろい ろな国への思いをはせ る楽 しい瞬間でもあった。世界には様々

な国があ り文化があ り、理解が必要である。 これを機会 に、さらに今後 も世界全体へ視野を広

く持 とうとするきっかけになれば と願いを述べて授業は終了 した。2時 間で取 り組むにはかな

りの無理 もあったが、生徒たちの頑張 りによ り短時間で発表までこぎっけることができた。 こ

の原動力 として、生徒たちには総合学習の成果が根づいていることも感 じられた。

○生徒の感想

・どの国にも行ってみたい と思 った。旅行計画を立てることでいろいろな文化を学習できた。

・時間がな くて大変だったけど海外の文化 とか見 どころについて知れるよい機会 になった。他の

国の ことを調べ ることはよくす るけど、ツアーの計画を立てるってい うのはなかなかや らない

ので楽 しかった。

・日本では普通のことが外国ではタブーだった りした。 日本ではあた りまえが外国では通用 しな

い。他者理解は、 自分が正 しくてあなたは正 しくないな どの差別 をなくせ ると思 う。

・水道水がダメな国が多 くてびっくりした。スペインの治安の悪 さにも驚いた。

・もっと他の国のことも調べてみたい と思った。短時間で限 られた資料 しかないので、 もっ と自

分たちで資料 も探 した りして詳 しく調べたかった。

資料1:授 業プ リン トよ り
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5.フ ィール ドワー ク

こ こで は、 毎年使 用 して い るFWガ イ ダ ンスの レジュ メ と2010年 度 の一 例 を掲載 す る。FW

の評 価 につ いて は、2003年 度 か ら導入 した方 法(自 己評価 と相 互評 価お よび グル ー プ内評価)を

継続 してい る。本 校研 究紀 要第45集(2004)に 詳 しい の で参 照 いた だ きたい。

フ ィ ー ル ドワ ー ク(FW)ガ イ ダ ン ス2・ ・α・α・g

環境学でのFWの 経験を生か して質の高いFWを しよ う。 「世界の中の 自分」をテーマ に 「多様 な価値観 」

や 「相互依存関係」 についての認識 を深め られ るよ う、 しっか り考 えて話 し合い、調査 ・考察 して発表 しよ

う。また、テーマ について興 味 ・関心や問題意識 を持って取 り組むだけでな く、 自らの意 見を持つ ことと他

人の意見を取 り入れ ること、 さらに、世界を変 える行動へつながるFWを めざ してほ しい。

● これか らの予定

θ2テ ー マ探 し(昼班 分 げ

い ろはに別 に分かれて、テーマ探 しを しよう。1期 の内容や 自分の問題意識 など、まず 、考 えを出 し合お

う。その後、 自分 の関心のあるテーマに集合。[自 分が興 味関心 を持っテーマを選ぶ]こ とが大事!

ピ22話 し否 〃、舩 忽 ど 予欄 蜜ジ

[事 前の話 し合いがFWの 成否の鍵である]テ ーマの中でそれ ぞれは何に関心が あるのか、問題 点は何 か

な どを話 し合い、これか らの調査活動についての共通の認識 を得 ることが大切で ある。簡 単な予備調査 が必

要 とな るか も知れ ない。それ に基づいて、全体 の計画を立てて役割分担を してか らFWを 始 めよ う。

ピ3ノ 謂r醐

まず、何を どのよ うな方法 で調べ るか。書籍やインターネ ッ トなどか らの情報 をもとに、実際 に聞き取 り

調査 を行 うことで何かが見えて くる。[聞 き取 り調査 に重要 なのは熱意 と誠意 である]。 実 は成否の鍵 はこ

こにある。また、立場の違 う人 々に取材 することも真実を明 らかにす るために重要な ことである。

ピ4ノ 発 表

調査 ・考察 ・分析 した内容 をわか りやす く伝 えるための発表形態 を選ぼ う。板書 ・模造紙 ・OHP・OH

C・ パ ソコン ・寸劇 ・VTR・ 展 示な ど、[適 切な発表方法でプ レゼ ンす ることが大切で ある]。

●FWに つ いての注意

1.毎 回、必ず計画書 を担 当の教員(い/ろ/は/に)に 提 出 し許可を得 てか ら行動す るこ と。

た とえば、班 で3つ に分 かれて行動する ときは3枚 提 出す ること。

2.毎 回必ず、FW後 または翌 日(水 曜 日)に は報告書を担 当の教員に提 出す ること。

3.学 校外へ出ていく場合 は、下 の(1)～(8)の こ とを守 ること。

(1)訪 問 す る場合、事前 に電話で用件 ・訪 問希望 日時 ・参加人数な どを知 らせ了解 を得 る。(ア ポをとる)

(2)調 査 ・取材す る内容 をよ くまとめてお く。予備 知識 がない と訪問先 の方 々にも失礼 である。

(3)訪 問先 の都合で、 「世界学」の時間帯 に訪 問できるとは限 らないので、土曜 日や休 日な どを活用す る。

(4)約 束 した 日時 をこち らの都合で勝手にキャンセル してはいけない。

(5)訪 問 する ときは、 「フィール ドワークについて(お 願い)」 の文書を担 当の先生か らも らい持参す る。

(6)取 材 で写真撮影や録画 、録音 したい場合 は、必ず事前に了解 を得てお く。

(7)ト ラブル が発生 した ときはす ぐに学校 に電話す ること。 学校:TELO742-26-2571FAXO742-20-3660

(も しも、大きな トラブルが発生 した場合は、警察 に連絡す る)

(8)休 日に訪 問す る場合や帰宅が遅 くなる場合 は、保護者 に伝 えてお くこと。

● 今後の 日程

10/19FWガ イ ダンス+FW準 備1/11午 前 中授 業

10/26FW準 備1/18FW5回 目

11/2FW1回 目1/25FW6回 目

11/9FW2回 目2/1FW7回 目

11/16FW3回 目2/8発 表 会準備 ・リハーサル

11/23動 労 嚇 の β2/15発 表 会&相 互評価(8限 まで?)

11/30FW4回 目2/22グ ル ープ評価 ・自己評価 ・総括 レポー ト

12/7中 朗 考査3/1卒 業 式

12/14「 地 球のステー ジ」3/811期 期 末考査

※ 日祝 日・冬休 み・入検休 みな ども有効 に活用す るこ と。
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FWの 例

「働 く」 を考 える一インタ ビュー活動を通 して一 担当;山 ロ啓子(英 語科)

本校の世界学は、例年4年 生(高 校1年 生)で 開講 され る。文系 ・理系の進路選択 に始ま り、

高校生 となった生徒たちは将来の 自分について具体的に考 え始 める年頃に入 る。この時期に、様々

な分野で活躍する方の話を聞き、違 った価値観 に触れ ることで彼 らの将来に繋がるものがあるの

ではないか。また、20代 の若い世代の方か ら話を聞 くことで、大学での学びか ら職業選択 に至る

までの個人の生き方(世 界観)が 生徒によ り身近な もの として伝わるのではないか。 この思いか

ら、卒業生を中心に7名 のインタビューイに承諾 をいただき、以下の手順 でFWを 計画 した。

1.イ ンタ ビューイの決定(自 己紹介文を用意 していただく)

2.イ ンタ ビューイの自己紹介文をもとに、生徒を7グ ループに分割

3.各 グループによる挨拶文の作成 とイ ンタビュー 日程 の相談

4.各 グループによる下調べ と、イ ンタビューイに合わせたサブテーマの決定

5.各 グループによる質問項 目の作成

6.12.月 中にイ ンタビューを実施(ICレ コーダーで録音、記録 をとる)

7.イ ンタ ビューの文字起 こしとまとめ(資 料1)

8.ポ スター発表(資 料2)

イ ンタビューイの方々は海外営業や教員、研究 ・技術者、医者、人事担当な ど幅広い分野で活

躍 されている。生徒 にとっては年齢 も近 く、興味のある分野やそ こに行 き着 くまでの過程 を成功 ・

失敗談を含め、 ざっくば らんに聞けた ようだ。イ ンタビュー後の生徒は、生 き生 きとした表情で

発表準備 をしていた。今回のイ ンタビュー活動を通 して、他者の物語、価値観 に照 らし合わせて

自分の生 き方や働 くことついて考えるきっかけを提供できたのではないか と考える。

〈生徒の感想 〉

・十人十色 とい う言葉があるよ うに人の数だけ道があ り、た くさんの世界を知ることができた。

そ して、たくさんの世界 を知 ると同時に、自分の この先の人生について も深 く考えることがで

きた。

・働 く目的については人によって様 々であることをこのFWか ら学べた と思います。「働 く」こと

と 「学ぶ」ことはとて もよく似 ていて、 目的をもたなければ何 も成す ことはできない とい うこ

とをこの世界学か ら学べた と思います。

・自分の仕事が誰かの役に立っていると思えるか らこそ、自分の 「働 く」 とい う価値 を見つけ ら

れていると思 う。

・意見 ・思考が違 う人 と話すだけでも十分に世界 を学ぶ ことはできる。世界は広い。すべてを学

習することは不可能で も、色んな人 と触れ合 うことはその人の世界=思 考 を広 げることになる

のだ と感 じた。
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一1蹄

1… 一"…
文化の翻 考え.亀6濃 駿 讐 獅 鷲 搬__学__1芒

ll,生 徒だった。また、図書館は24時 問開放でそこで寝泊りする人もいた。毎週末にはパーティーが行わ

担当者 木村仁 木村蘭子 久後麻彩 杉田理珠 中西陽平 れ、そこでは踊ったり歌ったりと、とにかく楽しかづた。 さらに、大学は学部変更が可能で、単位があ

れば学校変更も可能だった。1

● ブロフイール ,!

7.日 本では就職氷河期に突入 していますが、於勢さんはどのタイミングで就職しましたか。於灘
に鷺 で戴 凱 翫 キシン・ン高校に編入 .・ イ雛 篇 謙 糠 総 藻麟 灘 鷺 懲 籍 灘i

2。。6年1肘 ウス加 ナイナ大糠 学科}こ入学 うしても躰 で就職汎 たか塊11
。V。」即。。[

2009年12月 大学卒業

躍 帰国 ・爵箋妻鷺 儲 蕪 護欝 禦蕩 禦 識 な,すぎ_気1

:癩 編 謬 罷 翻 認 離 難 議 海外向けの営業を担当 をつけてい・の・・丁寧語瀧 ・て使・てい乱 【

,・9.最 後にメッセー ジをお願 い します。

1
1,外 国へ二父の転勤が決まったときどう思いま したか。 色々な事にチャレンジをするのはとても良いことだと思う。視野を広げて、色んなことに首をつっこ

、 急でびっくり!外国は初めてやし、英語は不得意だったので自分は残ると思っていた。 もう。色んな国の様々な人と関わるのはとても良いこと。英語が使えるのも良いことだ。

12.外 国 に行 った ときす ぐ馴染 めま したか。1

制 黙 葦灘 膿 鮮 飛　 　購 轍翻 二騒 籍 総 懲 響灘 鐙鷺 鷺 瀦軸 「
3,ア メリカ人との文化の違いで驚いたことはあ りますか。 苦手だとおっしゃっていたが、現地の人の愛が於勢さんを救ったのだと思う。人はみんな優 しく壁

何もかもが違いすぎる.例 え}蒲 で螢 することや 、磁 で仮勉 ・取得できること.し かも、6歳で のない生き物なんだと改めて思っ払(木 村ら):

運転しても良いという。また、学校に駐車場がなく、通学のためのバスと電車の便が悪い。(ち なみに ・ 於勢さんの話を聞いて、アメリカと日本の高校生の違いに驚いた。いきなりまったく違 う環境に

18歳 で於勢さんは免許取ったそう。免許に関しては、国際免許法があって2000円 で免許取得可能らし なじむのは大変なことだと思う。また英語 しか話せない環境だから相当な苦労もあるはずだ。でも

い。)また、学校ではみんな授業に積極的だった。お金に関しては、向こうの人は扱い方や価値観が違 そんな雰囲気も味わってみたいと思った。(久後)

う。例えば、親の車を借 りてガソリンを使用したとすると、帰ってから必ずガソリン代を払う。また、 ・ 外国に行くことに興味があるので、於勢 さんのお話を聞けてよかった。アメリカではお金に対す

学費以外は自らバイ トして用意したり、進学代を自腹で払うもいた。 る価値観が全く違っていて、見習いたいと思うことが多かった。アメリカの高校 について知る

1,・ とができたので、次馳 の国の・と脚 りた、、 ㈱

4.薬 学科ではどのようなことを学びましたか。 ・ 『他の国に行くという経験をもっている人に話が聞けて良かった。 日本 と他の国の違いには驚くこ

辞書は手放せない。化学科の人はサウスカロライナなまり(サ ウスカロライナはディープサウスと呼 とが多かった。話を聞いて、自分も外国に行ってみたいという気持ちが強くなった。でも、外国に

ばれる場所である)が 強かった。ピアノを小さい頃から習ったり、中学時代も器楽部でフルー トをやっ 行ったら不安もあるんだろうなと思った。(中 西)

ていたため、音楽のクラスも取った。 ・ 目本に住んでいる限り、絶対知 り得ないようなことが伺えて良かった。真剣な話から面白い話まl

lで 聞けて良醜 中には将焦 自分のため剛 そ うな。と枷 、単純に話をイ,えただけではi

5.マ ーチングバン ドは どんな感 じですか。 なく知識 も得 ることが でき、参考 にもなった。今後 にぜ ひ活 か したい と思 う。(木 村 じ)

,ア メ リカにはサークルがた くさんあって、マー チングバン ドは300人 の団体だ った。ア メフ トの試

合について行 って活 動 していた。つま り、た くさん遠征があった。アメ フ トはアメ リカでは大人気1
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5.お わ りに

2010年 度 で総合学習 の 「世界学」は終了 した。 しか し、本校教 育の中で総合 学習の役割 が

終わ った とか、 国際理解 に関す る教育 の必要性 がな くなった とかい うことではない。新教 育

課程実施 を控 えて、6年 一貫 中等教育 の研究 開発校 として、カ リキュ ラムの大幅な見直 しを

この数年間行 ってきた。そ の中で、6年 一貫 の総合学習 をカ リキュ ラムの軸 にす ることを確

認 した。2011年 度 か らは、「探究 ・世 界II」 とい う名 称の総合 学習が4年 生配 当になる。(3

年生 には 「探究 ・世界1」)

単 に名称 を変 えただ けで な く、1990年 か らの 「環境学」 「世界学 」で中心 となってきた フ

ィール ドワー クを廃止す るな ど大 きな改革 を行 った。 しか し、あ る一 面は 「世界 学」発展形

ともい える。なぜ な らば、「世界学 」で実施 して きた"出 店授 業"を 拡充 した ものが 「探究 ・

世界II」 で あるか らで ある。

いずれ に して も、1999年 度か ら12年 間、 「総合 的な学 習の時間」 を先導す る形 で実施 し

て きた総合学習 「世界学」 におい て試行 してきた方法 と内容 にお け る"学 習 の転換"は 、次

の 「探究 ・世界II」 に引 き継いでい きたい と考 えてい る。
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